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10月

13日
か
ら
３
週
間

ア
メ
リ
カ
の
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
で
短
期

研
修
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
研
修
に
参
加
し
た
私

自
身
の
一
番
の
目
的
は
、

ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
活

動
、
特
に
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
設
備
を
見
て
、

現
在
私
が
履
修
し
て
い
る

司
書
の
講
座
に
そ
の
成
果

を
役
立
た
せ
た
い
か
ら
で

す
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
大
学
、
ボ
ス
ト
ン
公
共

図
書
館
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

公
立
図
書
館
の
３
つ
の
図

書
館
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
大
学
の
図
書
館
は
、
各

階
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
ル
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど

と
い
っ
た
用
途
別
の
学
習

ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
学

生
が
勉
強
し
や
す
い
よ
う

図
書
館
が
工
夫
し
て
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
ボ
ス
ト
ン
公
共
図
書
館

は
１
８
５
１
年
に
開
館

し
、
公
立
図
書
館
の
始
ま

り
と
な
っ
た
歴
史
あ
る
図

書
館
で
す
。
現
在
は
新
館

と
旧
館
が
あ
り
、
新
館
に

は
ラ
ジ
オ
局
や
カ
フ
ェ
が

併
設
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
世
界
各
国
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。
旧
館
は
天
井
が
高
く

て
、
趣
の
あ
る
閲
覧
室
が

あ
り
、
多
く
の
人
が
利
用

し
て
い
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図

書
館
は
設
置
主
体
が
法
人

で
民
間
か
ら
の
寄
付
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
歴
史
あ

る
私
立
図
書
館

で
す
。
資
料
の

種
類
ご
と
に
閲

覧
室
が
あ
り
、

子
ど
も
図
書
館

も
併
設
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
と
世

界
各
国
か
ら
の

観
光
客
が
多
く

訪
れ
、
図
書
館

が
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

こ
の
３
つ
の
図
書
館
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

図
書
館
活
動
の
一
つ
と
し

て
図
書
館
に
関
わ
る
イ
ベ

ン
ト
が
数
多
く
開
催
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
毎
日

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
幅
広

い
年
齢
層
に
向
け
て
開
催

さ
れ
て
い
て
、
図
書
館
の

魅
力
が
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
私
が
司
書
に
な
っ
た
時

に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

に
向
け
た
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
利

用
者
の
立
場
に
た
っ
た
図

書
館
づ
く
り
を
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
（
国
文
学

科
２
年
／
宮
川
咲
紀
）

第

17回
作
文
・
創
作
文
芸
コ
ン
テ
ス
ト
　
　

海
老
沢
賞
の
子
ど
も
ら
表
彰

「
楽
し
い
発
表
会
」で
音
楽
劇
を
上
演

卒
業
後
も
経
験
生
か
す

教
員

採
用

試
験

に

13名
合

格
児
童
教
育

コ
ー
ス
教

職
課

程
の

充
実

図
る

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
印
象
的

研
修
経
験
を
学
生
生
活
に

スス
ププ
リリ
ンン
ググ
フフ
ィィ
ーー
ルル
ドド
大大
にに
短短
期期
研研
修修

活
発
な
図
書
館

活
動
に
驚
き

司
書
の
講
座
に
生
か
し
た
い
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刈
り
、は
さ
か
け
に
汗

農
作
業
の

大
変
さ
体
感

12月
に

収
穫

感
謝

祭
　
児
童
教
育
コ
ー
ス
２
年

生
は

10月
２
日
、
秋
晴
れ

の
下
、
江
部
乙
町
平
澤
農

場
で
稲
刈
り
・
は
さ
か
け

の
体
験
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。６
月
の
田
植
え
、

７
月
の
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
に
続
く
、
稲
作
体

験
学
習
で
す
。
田
ん
ぼ
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
と
て
も
大
き
く
成

長
し
垂
れ
る
ほ
ど
の
稲
穂

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
は
専
用
の
鎌
を

使
っ
て
行
い
ま
す
。
普
段

使
う
こ
と
の
な
い
道
具
で

あ
る
た
め
戸
惑
う
学
生
も

い
ま
し
た
が
、
平
澤
さ
ん

を
は
じ
め
農
家
の
方
が
使

い
方
を
優
し
く
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
た
め
、
ど
の
学

生
も
最
後
に
は
上
手
く
鎌

を
使
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
刈
っ
た

稲
を
は
さ
木
に
架
け
る
た

め
に
、
稲
を
束
ね
て
散
ら

ば
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の

で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な

か
難
し
く
、
慣
れ
る
ま
で

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
作
業
を
し
て
い
る
と
、

ど
こ
か
ら
か
良
い
に
お
い

が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
正

体
は
ミ
ン
ト
の
葉
で
あ

り
、
害
虫
か
ら
稲
を
守
る

た
め
に
あ
ぜ
に
植
え
る
そ

う
で
す
。
稲
刈
り
を
終
え

た
田
ん
ぼ
に
は
、
ま
だ
殻

の
つ
い
た
お
米
が
何
粒
か

落
ち
て
い
た
た
め
、
落
ち

穂
拾
い
を
し
な
が
ら
試
し

に
剥
い
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
中
か
ら
見
覚
え
の
あ

る
玄
米
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
精
米
す
る
と

白
米
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
自
分
の
植
え
た
苗
が

お
米
に
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
１
時
間
ほ
ど
作
業
を
行

っ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち

で
は
田
ん
ぼ
の
８
分
の
１

ほ
ど
し
か
刈
る
こ
と
が
で

き
ず
、
稲
刈
り
が
ど
れ
だ

け
大
変
な
作
業
で
あ
る
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り

一
層
食
物
に
感
謝
を
し
、

食
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま

す
。

12月
に
は
、お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
を
ご
招
待

し
て
収
穫
感
謝
祭
を
行
う

予
定
で
す
。
（
幼
児
・
児

童
教
育
学
科
児
童
教
育

コ
ー
ス
２
年
／
渡
辺
圭

祐
）

　

10月

13日
か
ら

11月
４

日
ま
で
間
、
ア
メ
リ
カ
の

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

大
学
（
Ｓ
Ｆ
大
学
）
で
の

短
期
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
現
地
で
私
た
ち
は
Ｓ
Ｆ

大
学
の
学
生
た
ち
に
、
滝

川
の
冬
の
風
物
詩
で
あ
る

紙
袋
ラ
ン
タ
ー
ン
を
作
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。

　
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
な

の
で
少
し
大
変
で
し
た

が
、
上
手
に
ラ
ン
タ
ー
ン

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｆ
大
学
の

学
生
た
ち
と
日
本
の
こ
と

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
し
ま
し
た
が
、
彼

ら
は
私
た
ち
以
上
に
日
本

の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
日

本
人
で
あ
る
私
た
ち
は
、

も
っ
と
も
っ
と
自
分
の
国

の
こ
と
に
つ
い
て
理
解

し
、
自
ら
語
れ
る
よ
う
な

知
識
を
身
に
つ
け
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｆ
大
学
の
授

業
に
参
加
し
て
み
る
と
今

ま
で
私
が
受
け
て
き
た
授

業
と
は
異
な
り
、
と
て
も

新
鮮
味
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
自
然
豊
か

な
チ
コ
ピ
ー
州
立
公
園
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
大

学
内
で
の
授
業
で
は
先
生

の
講
義
や
教
科
書
中
心
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

大
学
外
に
出
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
で
経
験
し
そ

の
事
柄
に
つ
い
て
自
ら
考

え
る
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
得
た
経

験
を
活
か
し
て
、
残
り
少

な
い
学
生
生
活
を
有
意
義

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
国
文
学
科
２
年
／
竹
内

彩
可
）

　
今
年
度
行
わ
れ
た
北
海

道
教
員
採
用
２
次
試
験
の

結
果
、
本
学
の
幼
児
・
児

童
教
育
学
科
児
童
教
育
コ

ー
ス
（
小
学
校
教
諭
２
種

免
許
状
取
得
可
能
）
か
ら

13名
の
合
格
者
が
で
ま
し

た
。

　
児
童
教
育
コ
ー
ス
の
２

年
生
は
現
在

28名
在
籍

し
、
１
次
試
験
で
は

19名

が
合
格
し
ま
し
た
。
こ
の

成
果
が
生
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
は
、３
年
前
、

教
員
採
用
試
験
で
の
合
格

者
を
増
や
し
た
い
と
い
う

意
図
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
定
を
行
い
、
採
用
試
験

対
策
用
の
授
業
を
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
組
み
込
み
、
授

業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で
す
。
昨
年
度

は
２
名
が
２
次
試
験
に
合

格
し
、
徐
々
に
そ
の
成
果

が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
文
学
科
と
総

合
教
養
学
科
で
は
、
中
学

校
教
諭
２
種
免
許
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
年

は
２
次
試
験
の
合
格
者
が

い
な
か
っ
た
も
の
の
、
教

職
課
程
の
２
年
生

25名
の

う
ち
、

10名
が
１
次
試
験

を
突
破
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
１
名
が
２
次
試
験

に
合
格
し
ま
し
た
。

　
「
教
職
の
國
學
院
」
の

名
に
恥
じ
な
い
教
職
課
程

の
充
実
を
図
り
、
多
く
の

学
生
が
教
壇
に
立
て
ら
れ

る
よ
う
魅
力
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
改
革

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
第

17回
作
文
・
創
作
文

芸
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が

10月

26日
開
学
学
記
念
館

で
行
わ
れ
た
。
今
年
の
テ

ー
マ
は
作
文
部
門
（
小
学

生
・
中
学
生
対
象
）が「

家

族
」
ま
た
は
「
感
謝
」
、

創
作
文
芸
部
門
（
高
校
生

対
象
）
の
詩
は
「
海
」
ま

た
は
「
友
」、短

歌
は「
時
」

ま
た
は
「
バ
ク
バ
ク
」
、

俳
句
は
「
夜
食
」
で
、
８

月

19日
か
ら
８
月

30日
ま

で
の
応
募
期
間
で
、
小
学

校
６
校

82名
、
中
学
校
４

校

83名
、高
校
３
校

62名
、

総
数
２
２
７
名
の
応
募
が

あ
っ
た
。
表
彰
式
で
は
太

田
信
二
副
学
長
か
ら
賞
状

と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
（
敬
称
略
）

　
■
海
老
沢
賞

【
小
学
生
低
学
年
部
門
】

　
福
井
穂
香
「
わ
た
し
の

か
ぞ
く
」
（
北
海
道
滝
川

市
立
東
小
学
校
２
年
）

【
小
学
生
高
学
年
部
門
】

　
庄
野
う
ら
ら
「
感
謝
さ

れ
っ
ぱ
な
し
の
お
母
さ

ん
」
（
北
海
道
浦
臼
町
立

浦
臼
小
学
校
６
年
）

【
中
学
生
部
門
】

　
中
村
優
衣
「
「
食
べ
物

に
感
謝
」
（
北
海
道
滝
川

市
立
明
苑
中
学
校
２
年
）

【
高
校
生
詩
部
門
】

　
工
藤
柊
翔
「
僕
の
中
の

海
」
（
北
海
道
北
見
北
斗

高
等
学
校
２
年
）

【
高
校
生
短
歌
部
門
】

　
川
口
希
海「
短
歌

1首
」

（
北
海
道
北
見
北
斗
高
等

学
校
２
年
）

【
高
校
生
俳
句
部
門
】

該
当
者
な
し

　
■
優
秀
賞

【
小
学
生
低
学
年
部
門
】

　
菊
池
恭
歌
「
わ
た
し
の

兄
ち
ゃ
ん
」
（
北
海
道
滝

川
市
立
江
部
乙
小
学
校
３

年
）

【
小
学
生
高
学
年
部
門
】

　
菊
池
諒
「
お
母
さ
ん
は

大
学
生
」
（
北
海
道
滝
川

市
立
江
部
乙
小
学
校
５

年
）

【
中
学
生
部
門
】

　
西
村
志
帆
「
感
謝
」（
北

海
道
滝
川
市
立
明
苑
中
学

校
２
年
）
、青
木
春
音「
家

族
が
い
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
」
（
沖
縄
県
名
護
市

立
屋
部
中
学
校
３
年
）

【
高
校
生
詩
部
門
】

　
阿
部
ひ
ま
り
「
海
」（
北

海
道
滝
川
西
高
等
学
校
３

年
）

【
高
校
生
短
歌
部
門
】

　
江
口
友
翔「
短
歌
１
首
」

（
北
海
道
北
見
北
斗
高
等

学
校
１
年
）

【
高
校
生
俳
句
部
門
】

該
当
者
な
し

　
■
奨
励
賞

【
小
学
生
低
学
年
部
門
】

　
成
田
彩
希
「
家
族
み
ん

な
の
し
ゅ
み
」
（
北
海
道

赤
平
市
立
赤
間
小
学
校
３

年
）

【
小
学
生
高
学
年
部
門
】

　
内
藤
彩
羽
「
家
族
に
感

謝
」
（
北
海
道
浦
臼
町
立

浦
臼
小
学
校
６
年
）
、
山

田
唯
「
母
に
つ
い
て
思
う

こ
と
」
（
北
海
道
滝
川
市

立
江
部
乙
小
学
校
６
年
）

【
中
学
生
部
門
】

　
品
堀
愛
叶
「
家
族
」（
北

海
道
滝
川
市
立
明
苑
中
学

校
３
年
）
、新
里
ゆ
ら「
私

の
姉
」
（
沖
縄
県
名
護
市

立
屋
部
中
学
校
１
年
）

【
高
校
生
詩
部
門
】

　
角
田
響
「
海
」
（
北
海

道
滝
川
西
高
等
学
校
３

年
）

【
高
校
生
短
歌
部
門
】

　
田
村
陽
向「
短
歌

1首
」

（
北
海
道
北
見
北
斗
高
等

学
校

1年
）
、
工
藤
愛
菜

「
短
歌

1首
」
（
北
海
道

北
見
北
斗
高
等
学
校
１

年
）
、
工
藤
柊
翔
「
短
歌

３
首
」
、
（
北
海
道
北
見

北
斗
高
等
学
校
２
年
）

【
高
校
生
俳
句
部
門
】

該
当
者
な
し

　
〇
海
老
沢
賞
の
作
品
は

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
楽
し
い
発
表
会
」
の

準
備
を
６
月
頃
か
ら
少
し

ず
つ
進
め
ま
し
た
。
主
に

音
楽
劇
で
の
演
目
選
び
や

役
割
分
担
な
ど
で
し
た

が
、
本
格
的
に
道
具
づ
く

り
な
ど
の
準
備
が
始
ま
る

と
、
日
が
経
つ
ご
と
に
時

間
が
短
く
感
じ
ら
れ
、
公

演
ま
で
に
準
備
が
間
に
合

う
の
か
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
ん
で
く
れ
る
も
の
に

な
る
の
か
、
と
い
う
不
安

に
駆
ら
れ
、
い
く
ら
練
習

し
て
も
不
安
は
残
り
続
け

ま
し
た
。

　
私
の
緊
張
が
消
え
た
の

は
、
公
演
当
日
に
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
達
の
姿
を
見

た
時
で
し
た
。
そ
の
日
は

次
々
と
子
ど
も
達
が
学
校

に
来
て
、
開
演
時
間
ま
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
積

木
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
遊
ん
で
い
る

姿
か
ら
、
今
日
と
い
う
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

れ
た
と
い
う
の
を
と
て
も

感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
音
楽
劇
の
演
目

は『
ふ
く
ろ
う
の
染
物
屋
』

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
初
め
て
聞
く
染
物
屋

と
い
う
言
葉
に
、
み
ん
な

興
味
津
々
な
眼
差
し
で
し

た
。
手
遊
び
や
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
な

の
で
子
供
た
ち
は
少
し
騒

い
で
い
ま
し
た
が
、
会
場

が
暗
く
な
る
と
静
か
に
な

り
、
み
ん
な
劇
に
夢
中
に

な
り
ま
し
た
。
音
楽
に
合

わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
る

子
、
目
を
輝
か
せ
て
見
入

る
子
、
み
ん
な
の
楽
し
ん

で
い
る
姿
を
見
る
と
苦
労

が
報
わ
れ
る
と
と
も
に
、

改
め
て
保
育
士
と
い
う
仕

事
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
私
た
ち
２
年
生
に
と
っ

て
こ
の「
楽
し
い
発
表
会
」

が
、
学
生
生
活
最
後
の
大

き
な
行
事
で
す
。
こ
の
経

験
を
、
卒
業
し
就
職
し
て

か
ら
も
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
幼
児
・

児
童
教
育
学
科
幼
児
保

育
コ
ー
ス
２
年
／
佐
久
間

美
有
）


